
泌尿 紀 要39:877-880,1993 877

島田市民病院泌尿器科における手術統計
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   A recent 5-year (1987-1991) statistic survey was carried out on the operations experienced at the 
Division of Urology, Shimada Municipal Hospital. 

                                                (Acta Urol. Jpn. 39: 877-880, 1993) 

 Key words: Statistics, Operation

緒 言

1987年1月 から1991年12月 までの5年 間における島

田市民病院泌尿器科手術統計を行ったのでその結果を

報告する.

島田市は人 口約7万 の地方都市で,最 近の15年 間ほ

とんど人 口増加が認められない上,周 辺には500床 以

上の病院が設備とスタッフを整えてきてお り,静 岡市

には県立こども専門病院もある.し たがって島田市民

病院のテリトリーはしだいに減少 しているのが現状で

ある.

方 法

1987年 か ら1991年 の5年 間の手術台帳をもとに統計

を行った.同 一患者で同じ手術を複数回行っている場

合も(ESWL等)お のおの1件 と数えた.ま た膀胱

全摘および尿路変更術はおのおの1件 と数えた.た だ

し悪性腫瘍に対するリソパ節廓清は原則として別項に

はせず,原 発巣摘出術に含めて考えた。また尿路変更

時に施行した虫垂切除術は件数に加えなかった.

*現:武 田病院泌尿器科

**現:京 都大学医学部泌尿器科学教室

***現:京 都大学大学院

結 果

入 院 患者 数:男 女 別 入 院患 者 総 数 は,1987年 は男 性

90人,女 性25人,計ll5人,1988年 は お の お の178人,

47人,計225人,1989年 は201人,54人,計255人,1990

年 は224人,70人,計294人,1991年 は244人,71人,

計315人 で あ り,最 近2年 間は 約300人 と一 定化 して い

る.

年 度 別 ・性 別 手 術 件 数(Fig.1):総 手 術 件 数 は

Fig.1に 見 るご と く増 加 傾 向 を示 して い るが,当 院 で

は1990年Il月 よ りLithostarが 導 入 されESWL症

例 が 加 わ った た め で,こ れ を除 くと1989年 を ピー クに

1989～1991年 は お の お の265件,257件,218件 とな り

減 少 傾 向を しめ して い る.総 手 術 件 数 に 占 め る男 性 の

比 率 を見 る と1987年 の86.5%を 最 高 に低 下 の傾 向 を示

して ぎたが1990,1991年 は 約80%に 一定 化 して い る.

年 齢 分 布,平 均 年 齢 に つ いて は 一 定 の傾 向 は認 め られ

ない.各 年 度 の平 均 年 齢 を男 女 別 に 見 る と1991年 を 除

きい ず れ の年 も女 性 の 方 がや や 高 い 傾 向 に あ る.年 度

別 に み た60歳 以 上 の人 が 占 め る 割合 は,87年41/89

(46%),88年95/212(45%),89年164/267(61%o),90

年165/297(56%),91年143/330(43%)で あ り,1989

年 の61%が 最 高 で ほか は ほ ぼ40～50%を 占め て い る.

少 な く とも この 年度 内 にお い て は 高 齢者 が 増 加 傾 向 に

あ る とい え る数 字 は示 され な か った.60歳 以 上 の 人 に
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TableI.Operat三 〇nfortheuro1量thiasis

UreteroEithotornyPNLTULESWLTotal

置987

1988

1989

1990

1991

2

4

0

2

0

0

2

1

1

1

608

13019

62寧9

34046

01121置3

Total 8 5 28154童95

1990.11Lithostar使 用 許可 亭デ モ 機 器 使 用

Table2. Operationforthebenignprostatic

hypertrophy

Rctropubic

prostatectomy
TUR-PTota1

198713(100.0%)0

198813(46.4%)15(53.6%)

19899(i5.3%)50(84.7%)

199012(22.6%)41(77.4%)

19914(6.7%)56(93.3%)

13

28

59

53

60

19871988198919901991year

Fig・1・Frequencyofoperation&sex

distribution

Total5巨(23.9%)162(76.1%)2匪3

おける男女比をみると,1987年 の78%(32/4D以 外

は他 の どの年も男性が81%(77/95,133/164,134/

165,Il6/143)で あ った,60歳 以上の高齢者がほぼ一

定であるのに対し20～50歳 代がやや増加 し10歳代が減

少している.70歳 以上,80歳 以上についてみても,い

ずれも増加傾向が明らかとはいい難い.

尿路結石 に対する手術(TableI):処 置を必要と

する結石患者は,1990年ll月ESWLの 使用許可がお

りるまですべて県下の他院に依頼 していたため極端に

症例数が少なくなっている.患 者の希望で尿管切石術

も8例 に行われている.PNL,TULは おのおの5

例,28例 でPNLの1例 を除きいずれもESWL導

入以前の症例である.1991年 のPNLl例 は 珊瑚状

結石 に対するものでESWLと の 組合せで行ってい

る.1990年 尿管切石術の2例 の内1例 はESWLで 割

れず入院期間の短縮を希望され行ったものである.

前立腺肥大症に対する手術(Table2):5年 問を平

均するとTUR-Pが76%を 占め,恥 骨後式前立腺摘

除術が24劣 を占めているが,Table3に 示 されるよ

うにTUR-Pの 割合が年々増加している.当 院では

経直腸的超音波断層法で当初は30mg以 上あると診

断した ものは観血的手術をしてきたが,TURの 技術

の向上とともに変化させている.

悪性腫瘍に対する手術(Table3)1症 例数は多い

とはいえず,年 に よるぱらつきが多く一定 の傾向は

見られない.根 治的膀胱摘除術は13例 で尿路変更は

IndianaPouch10例,IlealNeobladder2例,

Bricker玉 例 で あ る.根 治的 腎 摘 除 術 は17例,腎 尿管

摘 除 術 が7例 で あ った.根 治 的 前 立 腺摘 除 術 は10例 に

お こな って い る.リ ンパ 節 廓 清 の段 階 で 中止 した もの

は これ まで に1例 のみ で あ った.

尿 路 変 更術(Table4):Nephrostomyが16例 あ る

が,悪 性腫 瘍 の進 展 に 伴 うもの は6例 でほ か の10例 は

結 石 あ るい はUPJま た はUVJstenosisに 対 す る一

時 的 な もの で あ る.最 近 は す べ て外 来 の検 査 室 で 行 う

よ うに な っ て い る.Br量cker/soperationを 行 った 内

の1例 は コ ソ トロー ル が 不 可 能 であ ったRadiation

Cystitisに 対 して 行 った尿 路 変 更 術 で あ る.Cutaneo-

stomyは いず れ も進 行 膀 胱癌 に 対 して 行 って い る.

UreteroileocystostomyはTULに よる 尿管 断 裂 に

対 す る 処 置 と し て 行 った.IndianaPouchお よ び

IlealNeobladderは す べ て 膀 胱 癌 に 対 す る全 摘 出

術 に 伴 う尿 路 変 更 術 と して 行 った も ので あ る.

そ の他 の 手術(Table5):尿 管 膀 胱 逆 流 現 象 に 対

す る 手術 は1987～1991年 は す べ てCohenの 方 法 で 行

って い る.UP 、}stenoslsの 症 例 は わず か3例 に す ぎ

なか った が,Anderson-Hynesに よ るPyelopiasty

が2例 でEndopyeiotomyは1例 だ った.

腎 臓 に 対す る そ の他 の手 術 はSimpleNephrecto-

my8例,PartialNephrectomy2例,い ず れ も結

石 あ るい は 先 天性 のUPJ-Stenosisの 末 期 で 無 機 能

腎 あ るい は 部分 的 に萎 縮 して 感 染 源 に な っ てい る症 例

で あ る.腎 嚢 胞 に 対 す るCystpunctureお よび アル
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Table3.Operationforthemalignanttumors

且987198819891990玉991total

RadicalNephrectomy

Nephroureterectomy

withcuff

Radica且cystectomy

TUR-Bt

Radica置pr・statectomy

amputati・n・fthepenis

1

2

0

7

0

0

2

1

5

2

7

0

2

2

6421

15262217

2413

1011

17

7

13

87

10

3

Total 1027413326137

Table4.Urinarydiversion

19871988198919901991total

Nephrostomy

Brickcピs。perati・n

Cutaneostomy

UreterOileOCyStOStOmy

Indianapouch

IlealNeobladder

1

0

2

0

0

0

5

0

0

1

6

0

7

0

1

0

4

0

3

2

0

0

0

1

016

02

03

01

010

12

Total 31212 6 134

Table5.Micellaneous

19871988198919901991total

antiVUR

Endopyc且otomy

Pyel・plasty

SimpleNephrectomy

PartialNephrectomy

Renalcystpuncture

PartialCystcctomy

0

0

0

2

0

0

0

321

000

001

204

101

41013

020

6

1

1

0

0

4

0

12

1

2

8

2

31

2

Castration

Orchiectomy

()rchidopexy

Epididymectomy

Vasectomy

Highligation

Circumcision

Dorsalincision

2

7

7

1

2

2

13

2

8141610

4450

12623

0200

8576

4213

23181626

71356

50

20

30

3

28

12

96

33

Urcthrotomy

Caruncle

Prolapsusur℃thrae

0

2

3

0

3

0

3

3

1

1

8

0

2

2

2

6

18

6

A-Vshunt

CAPD

007148

00037

29

10

Total 4379929887399

コール注入例は31例 になる,1989,1990年 は大きな嚢

胞に対 してはたとえ症状がなくてもかなり積極的 に

punctureを 行 ってきたが,穿 刺1年 後に進行性の腎

癌が発見され,嚢 胞壁の近 くにRCCが あ るのを見

落としていた可能性がある症例を経験した.穿 刺によ

り画像診断が困難になることで,こ のような症例を見

落とす可能性がある点を反省し,以 後無症状のものに

は穿刺を行っていない.
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膀 胱 部分 切 除 術 が2例 あ る,こ れ は膀 胱 憩 室 腫 瘍 と

尿膜 管 嚢胞 に対 して 行 った もの で あ る.Castration

50例 はす べ て前 立 腺 癌 に対 す る もの で あ る.Orchiec-

tomy20例 の 内 精巣 腫 瘍 に 対 す る ものは9例 の み でH

例 は高 齢 者 の 停 留精 巣 や 外 傷 に よる もの で あ る 。 そ の

他Urethrotomyは す べ て 外 傷 姓 の 尿道 狭 窄 に 対 し

て 内視 鏡 的 に 行 った.カ ル ンヶ ル切 除,尿 道 脱 の手 術

は そ れ ぞ れ18例,6例 で あ る.A-Vshunt造 設,

CAPD-tube挿 入 は そ れ ぞ れ29,10例 で あ った.

麻 酔:5年 間 の手 術 総数 は1,195件 で あ る が,こ の

うち 全 身 麻酔 は211例(17.7%)で あ る.そ れ に 対 し

て 脊椎 麻 酔 は497件(4L6%)と な り,麻 酔科 に 依 頼

す る ものが ほ とん どで あ るが 麻 酔 管 理 が比 較 的 容 易 な

もの は 自科 で 行 って い る.硬 膜 外麻 酔 や,仙 骨 麻 酔 も

わ ずか では あ るが 含 まれ て い る.局 所 麻 酔 は 全 体 の約

20%で あ る.結 局麻 酔 科 依 頼 は 全体 の お よそ 半分 で あ

る.ESWLに つ い て はhydroxyzine25mg筋 注,

indomethacinsuppo50mgを 術 前 に投 与 し,術 中 の

疹痛 に対 しpenta-zocine静 注 を 追 加投 与 して い る・

結 語

1)年間入院患者数は徐々に増加してきたが,最 近の

2年 間は約300人 で固定した.

2)手 術件数はESWLを 除 くと減少傾向を示した,

年閲の平均件数は約200件 となった.

3)60歳 以上の人が占める割合はほぼ40～50%で あ っ

た.

4)前 立腺肥大症に対する手術は年間50～60件 で,全

体の約18%に なった.

5)悪 性腫瘍の手術は年間約30件 で,全 体の10～15%

であ った.

6)全身麻1酔は全体の約18%,脊 椎麻酔は約42%を 占

めた.
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